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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ホスファチジルコリンをホスファチジン酸とコリンに加水分解する反応を触媒する。この酵素の活性は、ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸およびADP-リボシル化因子-1によって増強される。このタンパク質は細胞膜の表層に局在し、細胞骨格の形成、細胞周期制御、転写調節、および／または分泌調節に関与している可能性がある。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見出されている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	PLD2マウスmAb（緑）を用いたMCF-7細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PLD2マウスmAb（緑）を用いたSK-OV-3細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PLD2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PLD2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。
	

	PLD2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。

